
 

 

 

 

 

 

+ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集 落 氏名（敬称略） 区長会役職 集 落 氏名（敬称略） 
区長会役職 

楢 本 岩男 博之 会 長 板 場 裏 章司 監 査 

東恵良 恵良 清美  川 崎 衛藤 政信  

尾 立 吉村 耕一 副会長 松 本 井福 豊年 
 

尾立営団 渡邊  伸 
 

小 田 後藤 義光  

六郎丸 岩男 陽一  丸 田 小野 廣幸  

五郎丸 相原  裕  大 内 矢根 秀一  

若 林 吉野  晃 会 計 中 間 渡辺 政夫 書 記 

東椎屋 佐藤 和美  中間営団 吉武 繁雄  

萱 籠 江藤 清次  小唐川 佐藤 幸夫  

教頭先生と共同作業で植樹 

ふるさと納税制度を活用して当協議会を指定さ

れてご寄付頂く 「ふるさと納税」ですが、 

令和４年度は合計 793，０００円もお寄せ頂

きました。 

（前年度の 779,000 円より１４，０００円の増です） 

津房にご縁のある方を中心に、当地区のことを

気に掛けて戴き、応援して下さる方々の思いが込

められた浄財です。 

市より全額が当協議会の令和5年度の活動費と

して交付されます。 

高齢者や子ども、そして地区全体が元気になる事

業に配分し、活用させて頂きます。 

 

由
緒
書
き
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
分
野
に

詳
し
い
丸
田
の
小
野
正
雄
氏
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
ま
と
め
、
看
板
本
体
の
み
専
門
業
者
で
外
注
製

作
、
看
板
取
り
付
け
枠
の
製
作
と
設
置
は
ふ
る
さ

と
振
興
部
会
の
糸
長
好
則
氏
と
小
野
清
一
氏
の
二

人
へ
委
託
し
た
結
果
、
交
付
額
を
わ
ず
か
に
超
え

る
経
費
に
収
ま
り
ま
し
た
。 

当
協
議
会
主
催
行
事
と
し
て
、
津
房
小
の
児
童

向
け
と
一
般
成
人
向
け
の
年
２
回
の
津
房
探
訪
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
看
板
は
そ

の
際
に
大
活
躍
す
る
筈
で
す
。 

ま
た
、
地
区
内
外
で
配
布
し
て
い
る
津
房
探
訪

マ
ッ
プ
を
見
て
、
あ
る
い
は
口
コ
ミ
で
ス
ポ
ッ
ト

訪
ね
ら
れ
る
地
区
内
外
の
方
々
に
対
す
る
「
お
も

て
な
し
」
の
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。 

 

各
ス
ポ
ッ
ト
の
由
緒
書
き
を
次
号
以
降
の
協
議

会
だ
よ
り
に
順
次
掲
載
し
、
皆
さ
ん
に
お
読
み
頂

く
こ
と
で
津
房
の
『
埋
も
れ
た
文
化
財
』
に
光
を

当
て
、
多
く
の
方
に
訪
ね
て
も
ら
え
る
契
機
に
な

れ
ば
と
・
・
・
。
（
津
房
探
訪
マ
ッ
プ
は
ご
希
望

者
へ
地
区
公
民
館
で
無
償
提
供
し
ま
す
） 

 

津
房
小
学
校
卒
業
生
と
、
転
任
さ
れ
る
先
生
に
よ
る
校

地
へ
の
記
念
植
樹
、
こ
と
し
も
行
い
ま
し
た
。 

卒
業
式
も
終
え
た
３
月
２９
日
、
た
だ
一
人
の
卒
業
生
だ

っ
た
コ
コ
ち
ゃ
ん
、
転
任
さ
れ
る
秋
月
教
頭
先
生
、
石
田

先
生
、
新
境
地
へ
歩
み
出
さ
れ
た
華
奈
先
生
の
４
人
が 

一
本
ず
つ
植
樹
し
ま
し
た
。 

コ
コ
ち
ゃ
ん
は
お
気
に
入
り
の
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
、 

先
生
方
は
定
番
の
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
で
し
た
。 

何
年
か
後
に
来
ら
れ
た
と
き
、
ち
ゃ
ん
と
育
っ
て
い
る

よ
う
に
あ
と
の
面
倒
は
見
ま
す
！ 

 

安心院千代松丸の墓 

毛無尾共有林・管理業務のご報告 
 

尾立板碑 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

史跡５カ所に由緒書き看板を設置 
宇佐市・地域環境整備事業活用 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 

第 66 号 令和 5 年 4 月 

発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 

電話：４８－２００１ 

去る３月 30 日の夜開催された区長会総会で、令和４年度の活動

内容と会計報告が満場一致で承認され、また、５年度の事業、予算

案も原案どおりにて承認されました。 

続く新区長の紹介と役員選出協議の結果、下表のとおり選出され

ました。区長各位には管轄集落の運営や当津房地区のリーダ役とし

てご多忙な一年となりますが、よろしくお願い致します。 

当
地
区
に
残
る
歴
史
書
や
安
心
院
町
史
で
の
扱
い

に
お
い
て
、
文
化
財
あ
る
い
は
史
跡
と
し
て
の
価
値
が

相
当
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
文
化
財
群
の
う
ち
、 

 

地
元
民
に
す
ら
知
ら
れ
ず
、
本
来
の
評
価
が
な
さ
れ
て

い
な
い
、
い
わ
ば
、
『
埋
も
れ
た
文
化
財
』
的
な
ス
ポ

ッ
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
期
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市
の
交
付
金

が
活
用
で
き
る
「
地
域
環
境
整
備
事
業
」
に
応
募
し
、

ス
ポ
ッ
ト
の
謂
れ
（
い
わ
れ
）
や
文
化
財
と
し
て
の
価

値
を
説
明
す
る
「
由
緒
書
き
看
板
」
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
文
化
財
群
の
う
ち
、
今
回
は
次
の
５
カ
所
の
ス
ポ

ッ
ト
を
選
定
し
、
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

① 

尾
立
板
碑
（
お
だ
て
い
た
び
）
・
・
・
尾
立 

 

② 

お
ら
ぶ
観
音 

・
・
・
・
・
・
五
郎
丸 

 

③ 

鹿
皮
石
八
幡
宮
（
か
の
か
わ
い
し
）
・
・
大
内 

 

④ 

丸
田
（
石
）
橋 
・
・
・
丸
田 

 

⑤ 

安
心
院
千
代
松
丸
の
墓
・
・
・
萱
籠 

 

 

 

地区共有林の令和 4 年度・管理業務内容と収支についてご報告します。 

【事業内容】 

１，殖林や間伐事業など新規着手した事業はなし 

２，台風１４号襲来によるアクセス道路への倒木撤去、復旧作業（２人日） 

３，役員有志と区長会有志とでつる切り、現地確認作業を２月 26 日実施 

【収支関係】 

 《収入》前期からの繰越金    3,843,519 円 

     その他（預金利子、JA 配当金） 244 円  合計 3,843,763 円 

 《支出》事業費(アクセス道復旧)   15,000 円 

     事業費(現地確認作業)     18,000 円  

専門委員手当（２人）    24,000 円  合計    57,000 円 

  収 支 ＝3,843,763 円 － 57,000 円  

＝ 3,786,763 円  が次年度繰越金となります。 

豊
永
先
生
も
加
勢 


